
－

法
律
の
遵
守－

問

国
に
お
い
て
は
憲
法
改
正

や
国
民
投
票
法
案
が
取
り
ざ
た

さ
れ
て
い
る
が
、
共
産
党
の
党

籍
を
持
つ
市
長
と
し
て
も
当
然

憲
法
や
地
方
自
治
法
、
地
方
公

務
員
法
な
ど
法
律
や
条
例
を
遵

守
し
市
政
を
推
進
す
る
の
か
。

市
長

憲
法
と
地
方
自
治
の
原

則
に
立
っ
て
住
民
に
奉
仕
す
べ

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
市
民

の
考
え
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も

に
、
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、

議
会
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
民
の
声
が
反
映
で
き
る

市
民
の
た
め
の
市
政
運
営
を
行

っ
て
い
く
。

－

製
造
業
へ
の
人
材
育
成
支
援－

問

工
業
集
積
地
で
あ
り
な
が

ら
宅
地
化
が
加
速
す
る
本
市
に

お
い
て
、
製
造
業
が
安
心
し
て

操
業
で
き
る
よ
う
立
地
優
位
性

や
操
業
環
境
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
製
造
業
の
高
度
な
技
術

力
の
継
承
、
発
展
に
不
可
欠
な

も
の
は
人
材
で
あ
る
。
本
市
と

し
て
製
造
業
へ
の
人
材
育
成
に

対
し
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

若
年
求
職
者
を
対

象
と
し
た
物
づ
く
り
人
材
育
成

塾
が
人
材
の
育
成
や
確
保
に
お

－

行
財
政
改
革
の
推
進－

問

本
市
の
行
財
政
改
革
は
、

我
が
会
派
の
提
言
を
取
り
入
れ

五
年
、
十
年
先
を
見
越
し
た
計

画
を
立
案
し
、
相
当
の
努
力
を

し
な
い
と
実
現
で
き
な
い
改
革

で
あ
っ
て
も
着
実
に
実
現
し
て

き
た
。
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

の
収
支
展
望
で
は
三
カ
年
で
約

百
九
十
三
億
六
千
二
百
万
円
も

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
今
後
に
お
い
て
も
東
大
阪

市
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
を
実

現
す
る
た
め
、
思
い
切
っ
た
行

財
政
改
革
の
推
進
が
必
要
で
あ

る
が
市
長
の
考
え
方
を
示
せ
。

市
長

市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を

図
る
た
め
本
市
が
策
定
し
た
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
尊
重
し
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
り
組
み

は
も
と
よ
り
、
な
お
一
層
の
市

政
の
効
率
化
、
活
性
化
の
取
り

組
み
を
進
め
る
。

－

収
納
対
策
に
つ
い
て－

問

国
保
に
限
ら
ず
市
税
、
水

道
、
下
水
道
、
市
営
住
宅
、
学

校
給
食
等
の
各
分
野
に
お
い
て

も
収
納
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

逃
げ
得
、
ご
ね
得
は
許
さ
れ
な

い
。
督
促
状
の
封
筒
を
目
に
つ

き
や
す
い
赤
色
に
し
て
送
る
な

ど
の
発
想
を
変
え
た
取
り
組
み

や
、
現
在
の
収
納
対
策
室
の
機

能
を
充
実
さ
せ
て
部
局
間
で
重

複
す
る
悪
質
滞
納
者
に
対
し
て

は
市
を
挙
げ
た
対
応
を
と
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

市
長

収
納
対
策
は
全
庁
的
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
納
付

督
励
に
当
た
っ
て
は
文
書
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
誠
意
の
見
ら
れ

な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
送
付

の
方
法
も
検
討
す
る
。

－

老
朽
校
舎
の
耐
震
対
策－

問

我
が
会
派
の
代
表
質
問
に

対
す
る
答
弁
で
は
行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
、
市
長
の
危
機
管
理

の
な
さ
が
改
め
て
露
呈
さ
れ
た
。

い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
地

震
に
備
え
、
何
を
優
先
し
て
取

り
組
む
べ
き
か
は
市
長
み
ず
か

ら
判
断
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

学
校
の
校
舎
が
倒
壊
し
将
来

あ
る
子
供
た
ち
に
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
た
め
、
児
童
生
徒
が
常

時
使
用
す
る
普
通
教
室
等
の
耐

震
調
査
及
び
補
強
工
事
の
計
画

は
立
て
て
い
る
の
か
。

市
長

市
有
公
共
建
物
全
体
の

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
策
定
し
、

財
政
的
な
点
を
考
慮
し
な
が
ら

そ
の
計
画
の
中
で
学
校
施
設
の

位
置
づ
け
も
明
確
に
す
る
。

－

民
間
保
育
園
へ
の
補
助
金－

問

本
市
が
平
成
十
四
年
か
ら

取
り
組
ん
だ
待
機
児
童
ゼ
ロ
作

戦
に
よ
っ
て
、
平
成
十
八
年
三

月
ま
で
に
七
百
六
人
の
定
員
増

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

受
け
入
れ
枠
の
拡
大
や
新
園
創

設
、
増
改
築
な
ど
に
協
力
の
あ

っ
た
民
間
保
育
園
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
し
か
し
長
尾
共
産
党

員
市
長
に
よ
る
平
成
十
九
年
度

の
当
初
予
算
案
で
は
、
民
間
保

育
園
に
対
す
る
補
助
金
が
総
額

で
約
五
千
六
百
万
円
減
額
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
で
は
国
を
挙
げ

て
の
少
子
化
対
策
に
逆
行
し
、

民
間
保
育
園
の
保
育
行
政
に
対

す
る
積
極
的
な
意
欲
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、
安
定
的
な
経
営

に
も
支
障
を
来
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
が
、
市
の
今
後
の
対
応

を
示
せ
。

健
康
福
祉
局
長

民
間
保
育
園

に
は
今
回
の
事
態
に
関
し
心
配

を
か
け
て
い
る
が
、
十
分
な
説

明
を
行
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
め
る
。

－

外
環
高
架
下
の
公
共
利
用－

問

現
在
工
事
が
進
捗
し
て
い

る
大
阪
外
環
状
線
鉄
道
の
高
架

化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
高

架
下
の
空
間
を
沿
線
地
域
の
集

会
所
の
用
地
等
に
貸
し
つ
け
る

要
望
を
行
っ
て
き
た
。
一
月
下

旬
に
大
阪
府
は
東
大
阪
市
と
外

環
状
鉄
道
株
式
会
社
を
集
め
高

架
下
利
用
に
関
す
る
初
め
て
の

三
者
協
議
を
行
い
、
二
月
に
は

本
市
都
市
整
備
部
か
ら
貸
し
つ

け
位
置
が
提
案
さ
れ
た
が
、
地

域
の
要
望
実
現
に
向
け
て
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
。

都
市
整
備
部
長

高
架
下
の
公

共
利
用
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
西
日

本
と
大
阪
外
環
状
鉄
道
株
式
会

社
と
の
協
定
を
前
提
と
し
、
ま

た
大
阪
府
や
地
元
市
と
の
基
本

協
定
の
締
結
も
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
地
元
の
意
向
を
踏
ま
え

早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
。

－

同
和
問
題
の
解
決－

問

市
長
は
公
約
で
同
和
事
業

の
終
結
を
叫
び
、
い
ま
だ
に
特

別
対
策
を
実
施
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
曲
解
し
て
い
る
。
こ
れ

は
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
る
関
係
者

の
努
力
を
無
に
す
る
行
為
で
あ

る
。
市
長
は
人
権
尊
重
の
精
神

に
基
づ
き
同
和
問
題
の
解
決
を

図
る
気
が
あ
る
の
か
。

市
長

地
対
財
特
法
失
効
後
も

公
正
、
公
平
性
に
問
題
の
あ
る

事
業
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
は

差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
、
一
般
施
策
と
し
て
課
題
解

決
に
取
り
組
み
人
権
が
尊
重
さ

れ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

－

未
収
金
対
策－

問

平
成
十
七
年
度
末
現
在
の

市
全
体
の
未
収
金
は
百
六
十
一

億
円
と
な
っ
て
お
り
深
刻
な
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
市
長

は
今
後
の
未
収
金
対
策
に
つ
い

て
、
担
当
部
局
に
ど
の
よ
う
な

指
示
を
行
っ
た
の
か
。

市
長

一
義
的
に
は
事
務
の
効

率
化
、
組
織
の
活
性
化
に
取
り

組
み
、
収
納
体
制
の
強
化
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は

一
例
と
し
て
二
月
に
市
民
生
活

部
の
課
長
職
全
員
に
兼
務
発
令

を
行
い
、
国
民
健
康
保
険
料
の

収
納
率
向
上
に
向
け
督
励
業
務

に
従
事
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

－

子
ど
も
の
安
全
対
策－

問

愛
ガ
ー
ド
運
動
は
子
ど
も

の
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
地

域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
が

こ
の
運
動
を
さ
ら
に
充
実
、
発

展
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
次
長

愛
ガ
ー
ド
運
動
が

地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
安

全
、
安
心
な
町
づ
く
り
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
な
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携
、

協
力
を
図
っ
て
い
く
。

－

日
新
高
校
の

駅
伝
ク
ラ
ブ
創
設－

問

日
新
高
校
の
学
科
再
編
に

伴
い
ス
ポ
ー
ツ
進
学
科
設
置
の

構
想
が
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
教

育
の
一
環
と
し
て
ク
ラ
ブ
活
動

推
進
強
化
の
た
め
日
新
高
校
に

駅
伝
部
を
創
設
し
、
全
国
高
校

駅
伝
大
会
出
場
を
目
指
す
環
境

整
備
に
取
り
組
め
ば
ど
う
か
。

教
育
監

運
動
ク
ラ
ブ
活
動
の

充
実
強
化
を
図
り
な
が
ら
日
新

高
校
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た

め
、
現
在
の
陸
上
部
の
あ
り
方

を
含
め
検
討
す
る
。
－

地
籍
調
査
の
推
進－

問

市
内
に
は
官
民
境
界
が
あ

い
ま
い
に
さ
れ
た
土
地
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。
境
界
確
定
が

遅
れ
れ
ば
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
と
な
り
、
公
共
事
業
の

推
進
に
支
障
を
き
た
す
。
市
は

地
籍
調
査
に
よ
る
境
界
確
定
業

務
に
取
り
組
む
体
制
を
早
急
に

確
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事

地
籍
調
査
の
実
施
に
は

多
額
の
費
用
と
期
間
を
要
し
、

体
制
の
整
備
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
今
後
効
率
的
な
実
施

方
策
に
つ
い
て
関
係
部
局
と
協

議
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

－

公
約
違
反－

問

市
長
が
市
民
に
実
現
す
る

と
約
束
し
た
公
約
と
所
信
表
明

及
び
市
政
運
営
方
針
を
比
べ
る

と
、
整
合
性
が
な
く
矛
盾
は
明

ら
か
で
別
人
が
書
い
た
も
の
と

疑
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
例
を

挙
げ
る
と
、
市
長
は
「
中
学
校

給
食
を
実
施
す
る
」
と
公
約
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
他
市

の
状
況
な
ど
研
究
、調
査
を
し
、

本
市
の
状
況
も
勘
案
し
つ
つ
検

討
す
る
」
と
発
言
を
す
り
替
え

て
い
る
。
そ
の
他
の
公
約
も
含

め
公
約
し
た
事
業
の
具
体
的
な

内
容
及
び
実
施
時
期
を
示
せ
。

市
長

効
率
、
効
果
的
な
実
施

方
策
を
検
討
し
、
事
業
費
の
精

査
を
図
り
、
市
民
に
約
束
し
た

施
策
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
む
。

－

総
合
病
院
に
お
け
る
小
児

科
の
充
実
に
つ
い
て－

問

救
急
医
療
は
自
治
体
病
院

の
役
割
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特

に
本
市
総
合
病
院
の
小
児
科
で

は
二
十
四
時
間
体
制
で
診
療
を

実
施
し
て
き
た
。
し
か
し
全
国

的
な
小
児
科
医
師
の
不
足
に
よ

り
、
本
市
総
合
病
院
で
も
小
児

科
医
師
の
確
保
が
厳
し
く
な
り
、

現
在
、
小
児
救
急
の
一
部
を
休

止
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
体
制
の
確
保
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

総
合
病
院
事
務
局
長

小
児
救

急
が
従
前
の
よ
う
に
実
施
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
医
師
の
確
保

に
向
け
て
大
学
等
関
連
機
関
に

強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

－

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

あ
り
方－

問

各
セ
ン
タ
ー
を
市
民
参
加

の
町
づ
く
り
を
行
う
拠
点
と
し

て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
責
任
あ
る
部
長
級

職
員
を
配
置
し
、
地
域
の
様
々

な
問
題
に
即
応
さ
せ
、
行
政
の

効
率
化
と
活
性
化
を
進
め
る
役

割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
は
じ
め
て
市
長
の
言
わ
れ

る
「
市
民
が
主
人
公
の
町
づ
く

り
」
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
の
方
針
を
示
せ
。

市
民
生
活
部
長

議
員
の
提
案

も
含
め
、
市
民
の
中
で
仕
事
を

す
る
よ
う
に
地
域
に
比
重
を
移

す
等
、
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
特
色

あ
る
町
づ
く
り
の
創
出
を
図
る

た
め
関
係
部
局
に
働
き
か
け
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

元気に遊ぶ園児たち。民間保育園の協

力のもと、待機児童の解消に努めます。

（くすのき保育園）

急な病気やけがから子供を守るため、

小児科救急の２４時間体制の再開が待た

れます。

（市立総合病院）

物づくりの町東大阪。製造業の発展に

とって不可欠な人材育成に市も取り組

みます。

愛ガード運動など地域の協力によって

子供たちの安全が守られています。

（四条行政サービスセンター前）
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ラ
ブ

代
表
質
問

個
人
質
問

上
野

欽
示

鳥
居
善
太
郎

個
人
質
問

天
野

�
夫

自
由
民
主
党

代
表
質
問

個
人
質
問

大
野

一
博

松
井

保
博

個
人
質
問

藤
本

卓
司

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

代
表
質
問

松
嶋

晃

個
人
質
問

木
村

正
治

長
尾
共
産
党
市
長
３
ヵ
年
で
１９３
億
円
超
の
赤
字
見
込
み
�

先
を
見
越
し
た
行
財
政
改
革
で
財
源
の
確
保
を
図
れ

子
ど
も
の
安
全
対
策
を
充
実
、
発
展
さ
せ
継
続
せ
よ

人
権
尊
重
の
精
神
に
基
づ
き
同
和
問
題
の
解
決
を
図
れ

「
実
施
」か
ら「
検
討
」へ
�
実
現
不
可
能
な
市
長
公
約
�

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
�

事
業
の
見
通
し
な
き
市
長
公
約
、任
期
中
に
実
現
で
き
る
の
か
�

法
律
や
条
例
に
沿
っ
て
市
政
を
推
進
せ
よ

（４）第１４８号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成１９年５月１５日（５）


